
＼患者様・ご家族の皆様へ／

職員のマスクの着用ルールが
一部変わります

当院では、感染対策を継続しながら、職員の負担軽減と働きやすい環境
づくりのため、「リスクに応じたマスク着用の考え方」に基づき、下記
のとおり運用を見直します。何卒ご理解とご協力をお願いいたします。

運用開始日

2026年
8月17日(月)～

これまで通り着用します

患者様と接するすべての場面
例）診察、看護ケア、検査、処置、窓口対応など

患者様と接する際は、これまでどおり
サージカルマスクを着用いたします。

患者様と接しない場面では、

職員個人の判断となります
例）・ナースステーション内での事務作業

・医事課など患者様と接しない事務作業
・休憩室での休憩中
・清掃作業員（患者様との接触がない場合）

上記の場面では、マスクの着用は職員個人の判断とし
ます。

※着用しないことを推奨するものではありません。

以下の業務では、これまでどおりマスクを着用します

点滴の準備 内服薬の分包 検査・処置 その他、清潔操作
を要する業務

患者様に直接影響が

考えられる作業の際は

標準予防策に準じて

マスクを着用します。

次のような場合には、職員は引き続きマスクを着用します

咳・痰・咽頭痛などの
感冒症状がある場合
（咳エチケット）

新型コロナウイルス感染症や
インフルエンザなど、地域で
感染症の流行が認められる場合

院内で感染症の発生・流行が
認められ、感染対策委員会が
必要と判断した場合

患者様・ご家族様の皆様へのお願い

重症化リスクの高い患者様を感染から守るため
来院時・面会時には、引き続きマスクの着用に

ご協力をお願いいたします。
また、発熱、咳、のどの痛みなどの症状がある場合は、

ご来院前に病院へご連絡ください。
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